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第
三
回
法
政
研
究
会

「
皇
室
典
範
」
の
問
題
点
と
改
正
へ
の
試
論

報
告

所

功

司
会

須

賀

博

志

平
成
二
十
三
年
七
月
六
日
、
第
三
回
法
政
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
法
学
部
・
法
務
研
究
科
の
教
員
、
法
学
研
究
科
の
院
生

あ
わ
せ
て
二
十
五
名
近
く
に
の
ぼ
り
、
専
門
分
野
を
超
え
て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

【
報
告
要
旨
】

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）、「
日
本
国
憲
法
」
と
共
に
施
行
さ
れ
た
「
皇
室
典
範
」
は
、
明
治
以
来
の
旧
典
範
が
旧
憲
法
と
並
び
立
つ

根
本
法
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
憲
法
下
の
一
法
律
で
あ
る
。
従
っ
て
、
憲
法
原
則
の
制
約
を
受
け
る
け
れ
ど
も
、
問
題
が
あ
れ
ば
法
律
改

正
の
手
続
き
を
踏
み
、
ど
の
よ
う
な
改
正
も
増
補
も
で
き
る
。
し
か
し
、
未
だ
一
度
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
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そ
こ
で
、
現
行
典
範
を
見
直
す
と
、
皇
室
の
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
問
題
点
が
い
く
つ
も
あ
る
。
特
に
、
ⓐ
第
一
条
で
、
皇
位
継
承
の
有
資

格
者
を
「
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
」
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
、
ⓑ
第
九
条
で
、
天
皇
と
皇
族
は
「
養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

養
子
縁
組
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
、
ⓒ
第
十
二
条
で
、
皇
族
女
子
は
一
般
男
子
と
婚
姻
す
れ
ば
「
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
」
と
し
て
、
皇
族

男
子
の
よ
う
な
宮
家
の
創
立
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
点
は
旧
典
範
を
踏
襲
し
た
も
の
な
が
ら
、
こ
れ
を
今
後
も
維
持
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
皇
室
の
長
い
歴
史
と
遠
い
未
来
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
無
理
な
制
約
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

何
と
な
れ
ば
、
日
本
は
中
国
と
違
っ
て
、
縄
文
・
弥
生
の
昔
か
ら
母
性
を
尊
重
す
る
社
会
で
あ
る
。
約
千
三
百
年
前
の
大
宝
・
養
老
令

（
継
嗣
令
）
も
、
唐
令
に
見
倣
っ
て
父
系
の
男
子
（
男
帝
）
を
優
先
し
な
が
ら
、
唐
令
に
な
い
女
帝
を
公
認
し
「
女
帝
の
子
」
さ
え
容
認
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
六
名
、
江
戸
時
代
に
二
名
の
女
帝
が
出
現
し
、
皇
統
の
危
機
を
救
っ
て
き
た
。
た
だ
、
女
帝
の
子

（
母
系
）
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
の
は
、
正
式
の
后
妃
（
嫡
妻
）
以
外
に
側
室
（
庶
妻
）
を
容
認
し
、
庶
出
皇
子
ら
の
継
承
を
公
認
し
て
い
た

こ
と
が
要
因
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
点
、
現
行
典
範
が
、
旧
典
範
と
異
な
り
庶
子
を
否
定
し
た
の
は
、
昭
和
天
皇
の
意
向
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
夫
一
婦
制
の
も
と

で
確
実
に
男
子
が
生
ま
れ
育
つ
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
も
、
皇
位
継
承
者
の
本
質
的
な
要
件
は
「
皇
統
に
属
す
る
皇
族
」
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
皇
室
に
生
ま
れ
た
方
な
ら
ば
男
子
で
も
女
子
で
も
よ
い
が
、
皇
族
と
い
う
格
別
の
身
分
に
留
ま
る
方
（
い
わ
ゆ
る
臣
籍
降
下

者
は
対
象
外
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
皇
位
は
千
数
百
年
以
上
に
亘
っ
て
大
多
数
「
男
系
の
男
子
」（
男
帝
）
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を

今
後
も
優
先
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
の
み
に
限
定
せ
ず
、
万
一
に
備
え
て
父
系
の
女
子
（
女
帝
）
も
、
や
が
て
女
帝
の
子
孫
（
母
系
男
女
）
も

可
能
と
す
る
道
を
開
い
て
お
く
よ
う
、
ⓐ
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

た
だ
、
現
実
的
に
は
、
ⓐ
の
ま
ま
で
も
、
今
上
陛
下
の
次
は
皇
太
子
徳
仁
親
王

―
秋
篠
宮
文
仁
親
王

―
悠
仁
親
王
の
順
に
「
男
系
の
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男
子
」
で
続
け
ら
れ
る
見
通
し
が
立
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
ⓐ
の
改
正
は
、
暫
く
先
送
り
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
急
ぐ
べ
き

は
、
ⓑ
と
ⓒ
の
改
正
で
あ
ろ
う
。

何
と
な
れ
ば
、
ⓑ
に
よ
り
、
皇
族
間
の
養
子
縁
組
す
ら
で
き
な
い
た
め
、
御
子
の
な
か
っ
た
秩
父
宮
家
と
高
松
宮
家
は
、
既
に
絶
家
と

な
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
御
子
の
な
い
常
陸
宮
家
と
未
婚
の
桂
宮
も
、
早
晩
絶
家
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
皇
位
と
同

様
、
宮
家
の
相
続
も
男
子
し
か
で
き
な
い
た
め
、
男
子
の
な
い
三
笠
宮
寛
仁
親
王
家
も
高
円
宮
家
も
、
や
が
て
皇
太
子
家
ま
で
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
ⓒ
に
よ
り
、
寛
仁
親
王
家
に
二
名
と
高
円
宮
家
に
三
名
、
合
計
五
名
お
ら
れ
る
女
王
も
、
秋
篠
宮
家
に
二
名
お
よ
び
皇
太
子
家
に
一

名
お
ら
れ
る
内
親
王
す
ら
、
一
般
男
子
と
結
婚
な
さ
れ
ば
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
悠
仁
親
王

が
二
十
歳
と
な
ら
れ
る
十
五
年
後
ご
ろ
に
は
、
周
辺
に
若
い
皇
族
が
誰
も
い
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

し
か
し
、
旧
典
範
の
成
立
以
前
に
は
、
皇
族
間
の
養
子
縁
組
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
（
だ
か
ら
こ
そ
皇
位
も
宮
家
も
存
続
で
き
た
）、

ま
た
皇
女
が
宮
家
を
継
い
だ
例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
ⓒ
の
改
正
に
よ
り
、
内
親
王
・
女
王
が
一
般
男
子
と
結
婚
し
て
も
宮
家

を
創
立
し
て
皇
室
に
留
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
ⓑ
の
改
正
に
よ
り
、
皇
族
と
し
て
生
ま
れ
た
男
女
が
御
子
の
な
い
宮
家
の
養
子
と

な
り
相
続
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
早
急
に
実
現
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
現
行
典
範
の
改
正
を
発
議
で
き
る
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
政
府
か
国
会
議
員
し
か
な
い
（
皇
室
会
議
に
は
そ
の
権
限
が
規
定
さ

れ
て
い
な
い
）。
憲
法
命
題
で
も
あ
る
象
徴
世
襲
天
皇
制
度
の
永
続
に
向
け
て
、
建
設
的
な
論
議
が
進
展
す
る
こ
と
を
念
じ
て
や
ま
な
い
。

（
註
）
報
告
内
容
の
詳
細
は
、
所
功
「『
皇
室
典
範
』
改
正
問
題
の
核
心
」
①
②
③
（「W

ill

」
平
成
二
十
三
年
十
月
・
十
一
月
・
十
二
月
号
連
載
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
関
連
し
て
、
所
功
『
皇
位
継
承
の
あ
り
方

―
女
帝
・
母
系
天
皇
の
可
能
性

―
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）、
皇
室
事
典
編
集
委
員
会
編

著
『
皇
室
事
典
』（
角
川
学
芸
出
版
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
以
上
、
文
責
所
）
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【
討
論
要
旨
】

皇
室
典
範
改
正
問
題
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
平
成
十
七
年
に
首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」

が
報
告
書
を
ま
と
め
、
女
性
・
女
系
皇
族
の
皇
位
継
承
（
男
女
を
問
わ
ず
長
子
優
先
）
と
女
性
宮
家
の
創
設
を
認
め
る
べ
き
旨
の
提
言
を
し

た
。
そ
の
後
、
悠
仁
親
王
の
誕
生
に
よ
り
こ
の
問
題
は
政
治
日
程
か
ら
消
え
た
が
、
論
壇
で
は
、
男
系
男
子
継
承
の
維
持
を
主
張
す
る
論
者

と
、
女
系
容
認
論
者
と
の
間
で
、
論
争
が
白
熱
し
て
い
る
。

所
教
授
の
主
張
は
、
有
識
者
会
議
報
告
書
と
基
本
的
立
場
を
共
通
に
し
つ
つ
、
た
だ
長
子
優
先
で
は
な
く
兄
弟
姉
妹
間
男
子
優
先
と
す
る

点
で
、
男
系
男
子
派
の
主
張
に
も
一
部
配
慮
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
授
の
議
論
で
特
徴
的
な
点
は
、
皇
位
継
承
の
人
的
基
盤
と
な
る
皇
族
・
宮
家
の
存
続
を
喫
緊
の
課
題
と
し
、
そ
の
た
め
の
早
急
な
制
度

改
正
（
報
告
要
旨
の
ⓑ
と
ⓒ
）
を

―
皇
位
継
承
規
定
の
改
正
を
後
回
し
に
し
て

―
提
言
す
る
点
で
あ
る
。
政
治
的
・
社
会
的
に
実
現
可

能
性
が
高
く
、
関
連
制
度
に
も
配
慮
し
た
、
穏
当
か
つ
周
到
な
主
張
と
思
わ
れ
る
。
研
究
会
で
も
、
基
本
的
な
立
場
に
対
す
る
根
本
的
な
批

判
や
疑
問
は
登
場
し
な
か
っ
た
。

た
だ
、
男
子
優
先
か
長
子
優
先
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
①
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
世
界
的

に
は
長
子
優
先
に
す
る
の
が
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
女
性
天
皇
に
関
連
し
て
、
②
女

帝
の
配
偶
者
の
地
位
や
役
割
を
ど
う
す
べ
き
か
、
③
女
性
を
皇
太
子
に
す
る
場
合
に
は
、
早
期
に
決
定
し
な
い
と
養
育
の
あ
り
方
に
問
題
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

報
告
要
旨
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
当
日
の
報
告
で
は
、
日
本
の
歴
史
的
事
実
は
も
と
よ
り
、
中
国
と
の
比
較
、
明
治
皇
室
典
範
に
対

す
る
欧
米
か
ら
の
影
響
な
ど
、
多
様
な
論
拠
が
提
示
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
議
論
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
④
中
国
や
欧
州
諸
国
で
は
男

系
継
承
原
則
が
強
固
な
の
に
対
し
、
皇
室
以
外
の
日
本
社
会
一
般
で
は
両
系
主
義
が
古
来
採
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
⑤
中
国
で
は
女
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帝
そ
の
も
の
が
忌
ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
東
ア
ジ
ア
社
会
で
は
唯
一
日
本
の
み
が
多
く
の
女
帝
を
戴
い
て
き
た
の
は
特
徴
と
い
う
べ
き
で
は

な
い
か
、
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

当
日
の
参
加
者
に
実
定
法
研
究
者
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
所
教
授
の
提
言
す
る
具
体
的
な
制
度
設
計
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
。
報

告
要
旨
ⓑ
の
養
子
容
認
に
つ
い
て
は
、
⑥
養
子
を
す
る
の
は
、
養
子
が
幼
少
の
時
期
が
よ
い
の
か
成
人
し
て
か
ら
が
よ
い
の
か
、
⑦
仮
に
養

子
に
し
て
も
当
主
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
変
わ
っ
た
制
度
で
は
な
い
か
、
⑧
明
治
典
範
で
養
子
禁
止
と
さ
れ
た
の
は
、
養

子
の
政
治
利
用
・
政
治
的
野
心
な
ど
を
警
戒
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
で
は
天
皇
・
皇
族
の
役
割
が
変
わ
っ
て
お
り
懸
念
は
少
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

報
告
要
旨
ⓒ
の
女
性
宮
家
に
つ
い
て
は
、
⑨
女
性
宮
家
に
適
当
な
配
偶
者
が
得
ら
れ
る
か
、
⑩
戦
後
臣
籍
降
下
し
た
旧
宮
家
の
方
々
、
と

り
わ
け
明
治
天
皇
・
昭
和
天
皇
と
女
系
で
つ
な
が
っ
て
い
る
方
々
が
、
配
偶
者
の
候
補
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
、
⑪
女
性
宮
家
を
創
設

す
る
と
し
て
、
内
親
王
を
当
主
と
す
る
三
宮
家
で
よ
い
の
か
、
女
王
が
当
主
の
五
宮
家
も
創
設
す
る
の
か
、
⑫
総
じ
て
皇
族
の
適
正
規
模
は

ど
の
程
度
が
望
ま
し
く
、
臣
籍
降
下
の
制
度
を
ど
う
設
計
・
運
用
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。

な
お
、
所
教
授
か
ら
、
⑬
天
皇
陛
下
の
ご
年
齢
を
考
慮
し
て
、
高
齢
を
理
由
と
し
て
国
事
行
為
の
臨
時
代
行
お
よ
び
摂
政
の
設
置
を
認
め

る
よ
う
な
制
度
改
正
も
必
要
で
は
な
い
か
と
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
関
し
て
、
⑭
現
行
の
摂
政
や
国
事
行
為
臨
時
代
行
の
制
度

は
、
い
わ
ば
法
定
代
理
の
よ
う
に
全
権
限
を
委
譲
す
る
と
い
う
設
計
に
な
っ
て
い
る
の
が
問
題
で
あ
っ
て
、
任
意
代
理
の
よ
う
に
天
皇
の
意

思
で
範
囲
を
限
っ
て
柔
軟
な
委
任
を
可
能
に
す
る
制
度
を
導
入
す
る
の
が
適
当
な
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

総
じ
て
、
多
様
な
観
点
か
ら
議
論
が
な
さ
れ
、
実
り
の
多
い
研
究
会
で
あ
っ
た
。
皇
室
法
は
、
日
本
法
史
や
比
較
法
史
、
実
定
法
学
の
み

な
ら
ず
、
文
化
史
や
社
会
史
ま
で
含
む
、
広
く
て
深
い
学
識
を
必
要
と
す
る
分
野
で
あ
る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
認
識
で
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

（
以
上
、
文
責
須
賀
）
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〈
追

記
〉
天
皇
の
公
務
分
担
と
皇
女
ら
の
宮
家
創
立

先
の
報
告
後
、
当
該
問
題
に
つ
い
て
関
係
方
面
の
発
言
が
急
浮
上
し
て
き
た
。
そ
の
一
つ
は
、
十
月
五
日
、
羽
毛
田
宮
内
庁
長
官
（
京
大
法
卒
）
が
野
田

新
首
相
に
対
し
て
「
将
来
的
に
皇
族
の
数
が
減
少
す
る
見
通
し
」
と
、
そ
れ
が
「
皇
室
の
ご
活
動
に
影
響
す
る
」
と
の
懸
念
を
伝
え
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

十
一
月
二
十
二
日
、
天
皇
陛
下
の
風
邪
（
気
管
支
炎
）
に
よ
る
御
入
院
中
、
秋
篠
宮
殿
下
か
ら
「
皇
族
に
一
定
の
数
が
必
要
な
こ
と
」
と
、
お
よ
び
天
皇
の

高
齢
化
に
伴
い
「
ご
公
務
に
定
年
制
（
軽
減
策
）
が
必
要
」
と
の
ご
意
向
を
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
管
見
を
追
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
後
者
の
「
定
年
制
」
と
い
う
の
は
、
質
問
し
た
記
者
の
表
現
で
あ
っ
て
、
終
身
在
位
を
前
提
と
し
て
い
る
現
行
憲
法
の
も
と
で
は
、
一
般
人
の
よ
う

な
定
年
に
よ
る
退
職
は
あ
り
え
な
い
。
た
だ
、
自
ら
「
国
事
行
為
」
の
不
可
能
な
状
況
で
は
「
臨
時
代
行
」
か
「
摂
政
」
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
昭
和
天
皇
の
最
晩
年
（
八
十
七
歳
）、
危
篤
状
態
で
も
摂
政
を
置
か
れ
ず
、
皇
太
子
（
五
十
五
歳
）
の
臨
時
代
行
で
凌し
の

が
れ
た
か
ら
、
高
齢
化
だ
け

で
は
両
方
と
も
適
用
し
難
い
。

ち
な
み
に
、
昭
和
天
皇
は
七
十
歳
代
か
ら
お
仕
事
を
徐
々
に
抑
制
・
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
今
上
陛
下
は
八
年
前
の
前
立
腺
癌
手
術
後
も
公
務
に
全

力
を
注
が
れ
、
そ
の
総
量
は
先
代
の
二
倍
以
上
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
八
十
代
・
九
十
代
ま
で
現
状
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
て
よ
い
と
は
思
え
な
い
。

ち
な
み
に
、
天
皇
の
お
務
め
を
内
容
的
に
三
分
類
す
る
と
、
Ａ
憲
法
の
定
め
る
国
事
行
為
（
首
相
の
任
命
、
法
律
の
公
布
、
栄
典
の
授
与
な
ど
十
二
項
目
）、

Ｂ
皇
室
に
伝
わ
る
祭
祀
行
為
（
宮
中
の
大
祭
・
小
祭
な
ど
年
間
二
十
回
以
上
）、
Ｃ
象
徴
と
し
て
の
公
的
行
為
（
全
国
各
地
へ
の
行
幸
、
外
来
要
人
の
御
引
見

な
ど
年
間
数
百
件
）
か
ら
成
る
。
そ
れ
を
準
備
・
実
践
さ
れ
る
心
身
の
御
負
担
率
は
、
仮
に
申
せ
ば
Ａ
一
割
、
Ｂ
二
割
、
Ｃ
七
割
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
御
負
担
を
軽
減
す
る
場
合
、
ま
ず
Ａ
は
、
憲
法
の
明
記
す
る
国
事
で
あ
る
か
ら
、
可
能
な
限
り
終
身
お
務
め
い
た
だ
く
ほ
か
な
い
（
状
況
に
よ

り
皇
太
子
な
ど
が
臨
時
代
行
す
る
）。
し
か
し
Ｂ
は
、
天
皇
親
祭
が
原
則
の
大
祭
で
さ
え
、
掌
典
長
に
代
行
さ
せ
う
る
こ
と
（
皇
族
は
拝
礼
）
が
明
治
以
降
の

慣
例
で
あ
る
か
ら
、
順
次
移
譲
さ
れ
て
も
差
し
支
え
な
い
。
さ
ら
に
Ｃ
は
、
今
上
陛
下
が
極
め
て
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
内
外
多
数
の
人
々
に
絶
大
な
感
銘

を
与
え
て
こ
ら
れ
た
が
、
内
容
を
精
査
し
て
、
皇
太
子
や
他
の
皇
族
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、
次
々
移
行
さ
れ
る
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
両
者
の
指
摘
す
る
「
皇
族
の
数
」
の
減
少
を
防
ぎ
「
一
定
の
数
」
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
「
緊
急
の
課
題
」
と
い
え
よ
う
。
そ
の
対
策
は
、

報
告
で
提
案
し
た
と
お
り
、
皇
族
女
子
が
結
婚
し
て
も
皇
室
（
皇
族
身
分
）
に
留
ま
り
う
る
よ
う
〝
女
性
宮
家
〞
創
設
の
道
を
開
く
ほ
か
な
い
と
考
え
る
。

た
だ
、
そ
れ
は
未
婚
の
皇
族
女
子
（
内
親
王
三
名
・
女
王
五
名
）
の
う
ち
、
誰
が
立
て
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
子
孫
の
う
ち
、
ど
こ
ま
で
皇
位
・
宮
家
を

継
ぐ
資
格
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
、
私
の
試
案
を
申
せ
ば
、
改
正
典
範
に
は
、
内
親
王
も
女
王
も
結
婚
の
さ
い
宮
家
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
お
く
と
共
に
、
運
用
内
規

で
、
長
子
以
外
は
本
人
の
意
志
や
当
代
の
事
情
に
よ
り
辞
退
す
る
こ
と
も
妨
げ
な
い
と
選
択
の
余
地
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
賢
明
で
あ
ろ
う
。
ま
た
創
設
宮

家
の
当
主
は
皇
族
女
子
で
あ
る
（
入
夫
は
皇
族
に
な
る
が
、
当
主
に
は
な
ら
な
い
）。
従
っ
て
、
そ
の
間
の
子
は
男
女
と
も
母
系
の
皇
族
で
あ
る
が
、
原
則
と

し
て
皇
位
・
宮
家
を
継
ぐ
資
格
を
も
つ
の
は
内
親
王
（
長
女
・
次
女
…
）
の
男
子
・
女
子
と
女
王
（
長
女
）
の
長
子
ま
で
と
定
め
、
順
位
は
直
系
・
長
系
の

男
子
・
長
子
を
優
先
す
る
と
決
め
て
お
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日
記

文
責
所
）


